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昨年小泉内閣が､世 間の予

想 を翻 し発足 され､約10ヶ 月

になろうとしている｡

｢聖域なき構造改革なくして､

持続的経済の発展は無い｣と

基本理念 を掲 げて逼進す る

小泉首相を､マ スコミの報道

で知る限 りにおいては､次元が違うところで政治･経

済が､実体の伴わない形で処理されようとしているの

ではないか､と危惧せざるを得ない｡

『持続可能な社会』とは､どのような社会を言うのだ

ろうか｡政 治について言 うな らば､現実 として極端 に

主義･主 張を変えることは､国民にとっては､またその

国民と共同体である企業は､大変な不安と困難を抱え

ることになる｡

『改革』と言 う言葉は､大変進歩的な耳触 りの良い言

葉であるが､強 者のみ優遇され､努 力しても報われな

い弱者は､必要ないかの如 く決め付ける社会に変革さ

れたのでは､本当に子孫繁栄を継続することは難しい

のではないか｡自 然界には､様 々な相反す る種類のも

のが､お 互いに相対して共生していることを､忘れて

はな らないと思 う｡歴史は永 い年月を経て改革､さ ら

に持続されて来ている｡短期間で無理や り変えようと

した時は､いつも弱い民が被害を被ることになる｡

本当に必要なことは､人間は現在限 られた地球上の

資源の中に生活を営んでいることを知る｡また持続可

能な社会 を維持するには､消 費重点 の社会構造 を改

め､無理･無 駄を出来るだけ抑制し､循環型生産体制

を基本にした社会 を､指針 とすべきではないか と思

う｡農業･漁 業･林業等､循 環型社会を軽視 した政治に

は､持続可能な社会を望む ことが出来ないだろう｡

経済 について も､GDPの60%が 消費 であ るか ら,

｢消 費が活 発 にな る政策 を積 極 的 に施 行 しな けれ ば

な らな い｣と 一般 的 に言わ れて いる｡現 在 の 日本の場

合 『衣･食･住 』と言 う生活 の三原則 は.ほ ぼ足 りて い

る｡品 質 と嗜好 が人 それ ぞれ の選択 に任 され る時 代

に入 って いる｡た だや み くもに､安 く大 量生産す れば

売 れ る時 代 は､終 焉 した ので はな いか｡在 庫が 増 え､

時価 評価 を した ら､不 良資 産 が利益 を食 い込 んで い

た ことにな る｡ま た､売 れ残 りを産 業廃棄物 として処

理す ることは､無 駄なエネルギ ーの消費である｡

これか らの21世 紀 を企業 として継続す るた めには､

『循環 型社 会 』に配 慮 した行 動 を起 こさな けれ ば と､

肝 に命 じる必要が あ る｡少 量多品種 の商品 で も､創 意

工 夫 をし､品 質 の良い物 を安 く提供す る こと､し か も

市 場 が何 を望 んで いるか 先取 りし､商 品開発 を積 極

的 に行 い､提 案 しな けれ ば､持 続 可能 な企業 にはなれ

な い と思 う｡東 南 アジアの 『低 コス ト･賃 金』とのみ競

争す る ことは､初 めか ら勝負が あって 当然で ある｡こ

れか らは､将 来 に対 し前 向 きな考 え を持 って､少 しで

も『次 の世代』に負担 を掛 けな いよ う『投資 』を行 う こ

とが必要で ある｡と 痛切 に感 じて いる｡


